
 

 

岐阜県障がい福祉分野のＩＣＴ導入モデル事業費補助金交付要綱 

 

〔令和２年１２月２１日制定〕 

〔令和４年２月１日一部改正〕 

〔令和５年６月３０日一部改正〕 

〔令和５年１１月２４日一部改正〕 

〔令和６年３月１日一部改正〕 

 

（総則） 

第１条 県は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策のため、障害福祉サービス事

業者等（県内において、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律

（平成１７年法律第１２３号）第５条第１項に規定する障害福祉サービス事業、同条第１

１項に規定する障害者支援施設において同条第１項に規定する施設障害福祉サービスを行

う事業、同条第１８項に規定する一般相談支援事業及び特定相談支援事業、児童福祉法

（昭和２２年法律第１６４号）第６条の２の２第１項に規定する障害児通所支援事業、同

条第７項に規定する障害児相談支援事業及び同法第７条第２項に規定する障害児入所支援

を行う者をいう。以下「補助事業者」という。）が令和３年度障害福祉分野のＩＣＴ導入

モデル事業実施要綱（令和４年１月５日障発０１０５第２号厚生労働省社会・援護局障害

保健福祉部長通知別紙）（以下「令和３年度実施要綱」という。）、令和４年度障害福祉

分野のＩＣＴ導入モデル事業実施要綱（令和５年２月１６日障発０２１６第１号厚生労働

省社会・援護局障害保健福祉部長通知別紙）、障害福祉分野のＩＣＴ導入モデル事業実施

要綱（令和６年２月５日障発０２０５第２号厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部長通

知別紙）及び令和５年度地域障害児支援体制充実のためのＩＣＴ化推進事業実施要綱（令

和６年１月５日こ支障発第１２０号こども家庭庁支援局長別紙）に基づき行う事業（以下

「補助対象事業」という。））に要する経費に対し、岐阜県障がい福祉分野のＩＣＴ導入

モデル事業費補助金（以下「補助金」という。）を交付するものとし、その交付に関して

は、岐阜県補助金等交付規則（昭和５７年岐阜県規則第８号。以下「規則」という。）に

定めるもののほか、この要綱の定めるところによる。 

 

（欠格事由） 

第２条 前条の規定にかかわらず、次に掲げる者は、補助事業者となることができない。 

(１) 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７

号。次号において「暴対法」という。）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下

同じ。） 

(２) 役員等（役員及び使用人（支配人、本店長、支店長その他いかなる名称を有する者

であるかを問わず、営業所の業務を統括する者（営業所の業務を統括する権限を代行

し得る地位にある者を含む。）をいう。）をいう。以下同じ。）が暴力団員（暴対法

第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であるなど、暴力団がその経

営又は運営に実質的に関与している法人 

(３) 役員等が、暴力団員であることを知りながらこれを使用し、又は雇用している法人 

(４) 役員等が、その属する法人若しくは第三者の不当な利益を図る目的又は第三者に損

害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員等（暴力団員又は暴力団員でなくなっ



 

た日から５年を経過しない者をいう。以下同じ。）を利用している法人 

(５) 役員等が、暴力団又は暴力団員等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するな

ど、直接的又は積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与している法人 

(６) 役員等が、その理由を問わず、暴力団又は暴力団員等と社会的に非難されるべき関

係を有している法人 

(７) 役員等が暴力団又は暴力団員がその経営又は運営に実質的に関与している者である

ことを知りながら、下請契約、業務の再委託契約、資材等の購入契約等を締結し、こ

れを利用している法人 

(８) 国、岐阜県又はその他の地方公共団体の各種給付金、補助金、助成金等において、

無資格受給又は不正受給を行った法人 

(９) 国、岐阜県又はその他の地方公共団体の各種給付金、補助金、助成金等において、

国、岐阜県又はその他の地方公共団体からの返還依頼等に応じていない法人 

(10) 法令等に違反した者又は法令等に基づく知事の処分に違反した法人 

(11) 第４条の規定による申請をした者に対し知事が行う現地確認及び書類の提出の求め

に応じない法人 

(12) 前各号に掲げる者のほか、補助金の趣旨、目的等に照らして適当でないと知事が認

める法人 

 

（補助対象経費等） 

第３条 補助金の交付の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）、基準額及び補

助金の額は、別表のとおりとする。 

 

（補助金の交付申請） 

第４条 補助金交付申請書の様式は、別記第１号様式のとおりとする。 

２ 補助金交付申請書には、別記第１号様式において定める書類を添付しなければならな

い。 

３ 補助金交付申請書の提出期限は、知事が別に定める。 

 

（交付の条件） 

第５条 補助金の交付を決定する場合に付する条件は、規則第６条第２号から第４号までに

掲げる事項のほか、次に掲げる事項とする。 

(１) 補助対象事業に要する経費の配分を変更しないこと。 

(２) 補助対象事業により取得し、又は効用の増加した財産を、知事の承認を受けて処分

する場合においては、厚生労働省所管一般会計補助金等に係る財産処分承認基準（平

成２０年４月１７日付け社援発第０４１７００１号厚生労働省社会・援護局長通知別

添１）第４の規定の例により算定した額を県に納付させることがあること。 

(３) 補助対象事業により取得し、又は効用の増加した財産については、補助対象事業の

完了後においても善良な管理者の注意をもって管理するとともに、その効率的な運用

を図ること。 

(４) 補助対象事業の完了（中止又は廃止の承認を受けた場合を含む。以下同じ。）後

に、消費税及び地方消費税の申告により補助金に係る消費税及び地方消費税に係る仕

入控除税額が確定した場合（仕入控除税額が０円の場合を含む。）は、その確定額を

補助対象事業の完了の日の属する年度の翌々年度の６月３０日までに知事に報告する



 

こと。この場合において、補助事業者が全国的に事業を展開する組織の一支部、一支

社、一支所等であって自ら消費税及び地方消費税の申告を行わず、本部、本社、本所

等で消費税及び地方消費税の申告を行っているときは、本部、本社、本所等の課税売

上割合等の申告内容に基づき報告すること。 

(５) 補助金に係る消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額があることが確定した場合

には、当該仕入控除税額を県に納付すること。 

２ 規則第６条第２号及び第３号の規定により知事の承認を受けようとする場合の申請書並

びに前項第４号の規定により知事に報告する場合の報告書の様式は、次の各号に掲げる区

分に応じ、それぞれ当該各号に定めるとおりとする。 

(１) 規則第６条第２号の承認 事業内容変更承認申請書（別記第２号様式） 

(２) 規則第６条第３号の承認 事業中止（廃止）承認申請書（別記第３号様式） 

(３) 前項第４号の規定による報告 消費税及び地方消費税に係る仕入控除税額報告書

（別記第４号様式） 

 

（交付決定通知） 

第６条 規則第７条の規定による補助金の交付決定の通知は、別記第５号様式により行うも

のとする。 

 

 （申請の取下げ） 

第７条 規則第８条第１項の規定により申請の取下げをすることができるのは、補助金の交

付の決定の日から３０日以内とする。 

 

 （補助金の変更交付申請） 

第８条 補助事業者は、補助金の交付決定後の事情の変更により、申請の内容を変更して追

加で補助金の交付を受けようとするときは、別記第６号様式による変更交付申請書に関係

書類を添えて、知事が定める日までにこれを提出しなければならない。 

 

（補助金の変更の交付決定等） 

第９条 知事は、前条の規定による変更交付申請書を審査し、適当と認める場合は、交付決定

を行うものとする。 

２ 知事は、前項の交付決定を行ったときは、別記第７号様式により補助事業者に通知する

ものとする。 

 

 （状況報告） 

第１０条 知事は、必要があると認めるときは、補助事業者に対して事業の実施状況に関し 

て必要な報告を求め、調査し、又は指示することができる。 

 

（実績報告） 

第１１条 実績報告書の様式は、別記第８号様式のとおりとする。 

２ 実績報告書には、別記第８号様式において定める書類を添付しなければならない。 

３ 実績報告書の提出期限は、補助対象事業の完了の日から起算して１月を経過した日又は

補助対象事業の完了の日の属する年度の３月３１日のいずれか早い日までとする。 

 



 

 （額の確定の通知） 

第１２条 規則第１４条の規定による補助金の額の確定の通知は、別記第９号様式により行

うものとする。 

 

 （補助金の交付時期等） 

第１３条 補助金は、規則第１４条の規定による補助金の額の確定後において交付する。た

だし、知事が補助金の交付目的を達成するため必要があると認めるときは、概算払により

交付することができる。 

２ 補助事業者は、別に知事が指定するところにより、別記第１０号様式による補助金交付

請求書を提出しなければならない。 

 

（暴力団等の排除） 

第１４条 規則第４条の申請があった場合において、当該申請をした者が第２条の規定に該

当するときは、知事は、その者に対して、補助金を交付しないものとする。 

２ 知事は、規則第５条の規定による交付決定をした後において、当該交付決定を受けた者

が第２条の規定に該当することが明らかになったときは、規則第１７条第１項の規定によ

り補助金の交付決定を取り消すものとする。 

３ 前項の場合において、既に補助金が交付されているときは、知事は、規則第１８条の規

定により補助金の返還を命ずるものとする。 

 

（財産の処分制限） 

第１５条 補助事業者は、補助対象事業により取得し、又は効用の増加した財産のうち次に

掲げる財産を、知事の承認を受けないで、補助金の交付の目的に反して使用し、譲渡し、

交換し、貸し付け、担保に供し、又は廃棄してはならない。ただし、補助事業等により取

得し、又は効用の増加した財産の処分制限期間（平成２０年厚生労働省告示第３８４号。

次条において「告示」という。）に規定する期間を経過した場合は、この限りでない。 

（１）不動産及びその従物 

（２）単価３０万円以上の機械及び器具 

（３）その他知事が補助金の交付の目的を達成するため特に必要があると認めて定めるも

の 

 

 （書類、帳簿等の保存期間） 

第１６条 補助事業者は、補助対象事業の実施状況及び当該補助対象事業に係る収支につい

て、その全ての状況を明らかにする帳簿その他関係書類を整備し、当該補助対象事業の完

了の日の属する年度の翌年度以後５年間保存しなければならない。ただし、事業の実施に

より取得し、又は効用の増加した価格が単価３０万円以上の財産がある場合は、当該期間

の経過後、当該財産の財産処分の完了の日又は告示に規定する期間を経過する日のいずれ

か遅い日まで保存しなければならない。 

 

 

   附 則（令和２年１２月２１日付け障第１５８３号） 

この要綱は、令和２年度分の予算に係る補助金から適用する。 

 



 

  附 則（令和４年２月１日付け障第１７４２号） 

１ この要綱は、令和３年度分の予算に係る補助金から適用する。 

２ 改正前の本要綱に基づき実施された事業に係る別記第８号様式及び別記第１０号様式

規定については、なお従前の例によるものとする。 

 

  附 則（令和５年６月３０日付け障第４１０号） 

この要綱は、令和５年度分の予算に係る補助金から適用する。 

 

   附 則（令和５年１１月２４日付け障第１１７４号） 

 この要綱は、令和５年度分の予算に係る補助金から適用する。 

 

   附 則（令和６年３月１日付け障第１７８６号） 

 この要領は、令和５年度分の予算に係る補助金から適用する。 



 

別表（第４条関係） 

※ 令和３年度実施要綱に基づき行う事業については、令和３年１２月２０日以後発生した経費に限り補助対象経費とする。

補助対象経費 基準額 補助金の額 

報償費、旅費、需用費、役務費、工事費、

備品購入費、委託料、使用料及び賃借料

（交付決定の日の属する年度に発生したも

のに限る。） 

１事業所当たり 100 万円 補助対象経費の実支出額から寄附金その他の収入額（補助事業

者が社会福祉法人である場合は、寄附金を除く。）を控除した

額と基準額とを比較して少ない方の額に４分の３を乗じて得た

額（当該額に 1,000 円未満の端数が生じた場合は、これを切り

捨てた額） 



 

 


